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1)塩 酸 デ クス メデ トミジンがウサ ギの口腔粘

膜 におけ る局所麻 酔薬(リ ドカイ ン)の 吸

収 に及 ぼす影響 につい て
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【緒 言】塩 酸デ クス メデ トミジン(D)は,α 受

容体 に高い選択性 を示 し,口 蓋粘 膜血流量 を減少

させ る とい われてお り,局 所麻酔 薬の吸収 に影響

す ると推 測 され る。 そ こで,わ れ わ れ はDが 局

所麻酔薬 の吸収 に及ぼす 影響 を,日 本 白色 系 ウサ

ギ を用 いて リ ドカ インの血清 濃度 を測定す ること

に よ り検 討 した。

【方 法】 日本 白 色系 ウサ ギ16羽 を用 いて,セ

ボ フル ラ ン(S)に て 全身麻 酔 を導入後,気 管 切開

を施行 し,大 腿 動脈 か ら3Frカ テ ーテル を挿 入 し

た。血液 サ ンプル採取の ため カテーテル先端 を胸

部 大動 脈 の位 置 に留 置 し,S,ミ ダ ゾ ラ ム(M),

ブ トル フ ァ ノ ー ル(B)を 用 い たSMB群 で は,

0.05mg/kgのB,0.2mg/kgのMお よび2mg/kg

の ロ ク ロニ ウム(R)を 静 注後,S濃 度 を5%に し

て麻 酔 維 持 を行 い,10分 後 に再 度3mg/kgのR

を静注 した。D,M,Bを 用 い た。DMB群 で は,

0.05mg/kgのB,0.2mg/kgのMお よび2mg/kg

のRを 静 注 後,Dを18μg/kg/hの 投 与 速 度 で10

分 間 投 与 し,再 度3mg/kgのRを 静 注 した。 そ

の後,Dの 投 与 速度 を2．8μg/kg/hで 麻 酔 維 持 を

行 っ た。 両 群 に お いて,薬 剤投 与 開 始 後12分 の

時点で,上 顎 左右 口蓋粘膜 に2%リ ドカイ ン(ア

ドレナ リン無 添加)を0.5mLず つ 注射 し,注 射 後,

5分,10分,15分,20分 お よ び30分 の 時 点 で動

脈 血 を31nL採 血 し,血 清 リ ドカイ ンの血 中濃度

を計測 した。

群 間比較 をMann-WhitneyU-testで 行 い,危

険率5%未 満 を有意差 あ りと した。

【考 察】両群 にお ける血清 リ ドカイ ン濃 度 に有

意差は認めなかったことか ら,リ ドカインの直接

的な血管拡張作用がDの 口蓋粘膜血流量減少作

用を上回ったと推測 された。

【結 論】静脈内鎮静法で用い られ るDは 口蓋

粘膜血流量を減少 させるため,イ ンプラン ト手術

や口腔外科手術に対 し適 していると考えられるが,

本研究結果より,リ ドカインの直接的な血管拡張

作用がDの 口蓋粘膜血流量減少作用 を上回った

と推測 され,血 管収縮薬添加の局所麻酔薬 を用い

る必要がある。


